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石油危機以降の先進諸国経済の最も顕著な特徴はインフレ率の低位収斂である。本講は、経済国際化が
ディスインフレ政策に至る過程は国内の制度的相違により幾つかに類型化できるという仮説の妥当性を
議論し、その過程で経済国際化の国内的影響の関する先端的業績を概観する。教師の仮説や先端の諸議
論の理論的・建設的批判を通しての分析枠組の構築の修練を積む機会を参加者には提供したい。

教材は当方でマスターコピーを作成する。進め方はゼミ形式で、教材の内容・論点に関しては当方が質
問しながら講義・討論を誘導する形式を取るが、教材に関する積極的な討論を奨励することには変わり
がない。単位認定はゼミ出席とテークホーム試験による。（尚、このシラバスは http://www.iss.u-
tokyo.ac.jp/~hiwatari/ からもダウンロードできます。）
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